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平
成
３
０
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
７
４
億
６
０
９
７
万
円
で
、
過
去

最
高
に
な
り
ま
し
た
。

要
因
は
、
歳
入
で
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
を
１
０
億
円
見
積
も
り
、
新
規
事

業
で
旧
役
場
跡
地
に
地
域
優
良
賃
貸
住

宅

（子
育
て
世
帯
応
援
住
宅
）
整
備
費

２
億
７
４
３
６
万
円
、
保
育
所
整
備
関

連
事
業
費
４
億
２
７
０
万
円
、
町
営
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
費
４
６
９
８
万
円
等

に
な
り
ま
す
。

私
は
、
現
在
の
公
立
保
育
所

（き
や

ま
保
育
園
）
を
公
立

・
民
間
保
育
園
に

分
園
し
、
公
立
保
育
園
を
役
場
西
側
用

地
に
建
設
す
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と

の
理
由
で
３
０
年
度
当
初
予
算
に
反
対

を
し
ま
し
た
。

役
場
西
側
用
地
に
隣
接
す
る
高
圧
送

電
線
か
ら
の
電
磁
波
が
、
子
供
た
ち
の

健
康
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
の

か
、
と
い
う
の
が
反
対
の
理
由
で
す
。

詳
し
く
は
４
面
に
記
し
ま
す
。

ご
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

３
月
定
例
議
会
の
特
徴
的
事
項

○
課
長

・
参
事
の
管
理
職
手
当
を
定
率
制
か
ら
定
額
制
に
見
直
す

改
正
前

¨
課
長
１
０
％
、
参
事
８
％

改
正
後

¨
総
務
企
画
課
長
５
５
，
５
０
０
円
、

そ
の
他
課
長

・
参
事
４
６
，
３
０
０
円

改
正
理
由

¨
年
功
的
か
ら
職
務

・
職
責
の
反
映
と
国
の
制
度
に
準
拠

○
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
医
療
費
の
全
額
助
成
を
行
う

ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
し
て
月
５
０
０
円
の
自
己
負
担
を
な
く
す

助
成
対
象
は
４
５
６
名
、
助
成
に
伴
う
年
間
経
費
は
ｌ
ｏ
４
万
円

○
国
民
健
康
保
険
の
財
政
運
営
が
県
単
位
化
に
伴
い
、
町
保
有
の
国
民
健
康
保

険
財
政
調
整
基
金
の
処
分

ｏ
運
用
を
行
う

各
市
町
単
位
で
運
営
さ
れ
て
い
た
国
民
健
康
保
険
制
度
の
県
単
位
化
に

伴
い
、
佐
賀
県
に
納
付
金
の
補
足
等
が
発
生
し
た
場
合

基
山
町
国
保
財
政
調
整
基
金

（約
２
億
１
４
百
万
円
）
を
活
用

基
金
活
用
に
よ
り
、
当
面
保
険
税
を
上
げ
ず
に
国
保
財
政
運
営
を
行
う

○
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
増
加
に
伴
い
、　
一
般
会
計
予
算
を
専
決
処
分

１
２
月
議
会
で
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
２
億
円
補
正
し
、
合
計
８
億
円
に

↑

１
月
に
、
２
億
６
千
万
円
の
寄
付
が
あ
り
い
合
計
１
０
億
６
千
万
円
に

こ
れ
に
伴
い
、
積
立
金
は
３
億
９
４
１
６
万
円
に

し
か
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
費
は
５
億
５
１
２
０
万
円
に

※
返
礼
率
を
抑
え
て
、
基
金
積
立
率
を
向
上
さ
せ
る
努
力
が
必
要


